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１．概要（Summary） 
アンテナ近傍の局所場によるテラヘルツ波の増強効果

を観測するために，反射型の 2 次元電気光学サンプリン

グ法を用いる。局所場の大きさの正しい見積もりのために

は，十分に薄い電気光学結晶（ZnTe）が必要であり，それ

を新たに購入し，反射膜を付加する。それを用いて，テラ

ヘルツ電場のイメージング測定をおこなう。 
 

２．実験（Experimental） 
スパッタリング装置（CFS-4EP-LL）を用い，厚さ 200 

µm および 100 µm の ZnTe 結晶に，SiO2を 150 nm，

Ge を 300 nm，さらに SiO2を 500 nm 堆積した。堆積中

の基板温度は，常温のままである。これらは，プローブ光

の反射および反射膜の保護の役割を果たす。 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
フェムト秒レーザーパルスにより発生したテラヘルツパル

スをアンテナのギャップ付近に照射し，作成した電気光学

結晶を用いてテラヘルツ電場のイメージング測定をおこな

った。結果の例をFigs.1,2に示す。アンテナギャップ付近

に局在する電場が明瞭に観測された（Fig. 1）。複数の条

件での結果の比較（Fig. 2），電場増強度を正確に見積も

るにはいたらなかったが，立体型アンテナによりアンテナ

ギャップ付近で近接場効果によるテラヘルツ電場の増強

が生じていることを強く示唆する結果が得られた。 
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(a) 0 ps           (b) 0.1 ps 

Fig. 1. Terahertz field distribution localized 
near the gap of a solid antenna at time of (a) 0 
ps and (b) 0.1 ps, obtained using a 200-µm-thick 
EO crystal. 

 
Fig. 2. Comparison of waveforms of terahertz 

field without an antenne (red), with a solid antenna 
(red), and with a planar antenna (blue). 


